
第五次鹿児島市子ども読書活動推進計画～いつでもどこでも 本の世界へ！～［概要版］ 

第１章 第五次推進計画策定にあたって  

１  策定の趣旨  

子どもの読書活動は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人

生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものであり、社会全体で積極的に推進し

ていくことは極めて重要です。 

本市における子どもの読書活動について、その施策のさらなる推進を図るため、これまでの取組の成果

と課題を明らかにしながら、「第五次鹿児島市子ども読書活動推進計画」を策定します。 

２  計画の位置づけ  

この計画は、「子どもの読書活動の推進に関する法律」第９条第２項に基づく、本市の子ども読書活動

推進のための計画です。 

３  期間  

  令和８年度～１２年度 

第２章 第四次推進計画期間における主な取組の成果と課題  

⚫  新型コロナウイルス感染症の影響により、取組の縮小や中止を余儀なくされた時期もありましたが、

可能な範囲で変更や改善をしながら読書活動推進に係る取組を実施してきました。 

⚫  電子図書館サービスの開始や天文館図書館の開館により、子どもたちが読書に親しむ機会の拡充につ

ながったほか、学習に必要な資料を利用できる環境を充実させました。 

⚫  図書館や地域公民館、かごしま近代文学館・メルヘン

館、子育て支援施設等において、読書に関する講座やイ

ベント、定期的なおはなし会、読み聞かせ活動等を実施

することにより、子どもが童話や物語の世界に触れる機

会が増えるなど、読書活動が積極的に推進されました。 

⚫  図書館と地域公民館図書室などオンラインで結ぶ蔵書

検索システムを活用できる施設が増え、利用者の利便性

が向上し、読書環境の充実が図られました。その結果、

児童図書の年間貸出し冊数も１００万冊弱の水準を保っ

ています。 

⚫  乳幼児期から読書習慣を形成するために、子どもの読書活動の意義や必要性について学習機会を拡充

したり、様々な本を紹介したりするなど、発達段階ごとの特徴を考慮した読書活動を一層推進する必要

があります。 

⚫  小・中学校において全校一斉読

書（朝読書を含む）の時間の設

定、おはなし会等読み聞かせの実

施、推薦図書リストの作成など、

学校の実態に応じた読書活動の推

進により、全国と比べても高い水

準で読書習慣が身に付いていると

考えられます。 

 

 

一方で、近年の急速なデジタル機器の普及により、動画やゲーム、ＳＮＳなど短時間で気軽に楽しめる

娯楽が増え子どもの読書離れが進むことが懸念されることや、学業や部活動の時間確保のために中高生の

読書時間が確保しづらい状況があり、今後も学校等で読書機会の確保を進めていく必要があります。 

⚫  情報通信技術（ＩＣＴ）を基盤とした先端技術が生活の中に定着してきている中で、電子書籍やデイジ

ー図書などＩＣＴ等の活用も推進していく必要があります。 

⚫  近年、特別支援学校や小・中・義務教育学校の特別支援学級に在籍する児童生徒、小・中・義務教育学

校や高等学校において通常の学級に在籍しながら通級による個に応じた指導を受けている児童生徒は増加

しています。また、日本語指導を必要とする児童生徒の増加や、本来大人が担うと想定されている家事や

家族の世話等を日常的に行っている子ども、中学校や義務教育学校卒業後就労している未成年（子ども）

もおり、子どもたちを取り巻く環境も多様化してきています。これまでも、障害のある子どもの読書活動

を推進するために、障害の特性に応じた環境整備を進めてきましたが、多様な背景をもつ子どもたちへと

視野を広げ、その可能性を引き出すための読書環境の整備が必要です。 

⚫  子どもの読書活動に関わるボランティア活動では、感染症等の影響による活動機会の制限や高齢化など

の影響で、ボランティアの担い手不足などの問題が出てきました。子どもの読書活動をさらに推進するた

めに、関係機関や読書活動に関わるボランティア等の各種団体と相互に連携・協力し、それぞれの団体の

活動内容を充実させるとともに、連絡会や交流会、合同研修会等の場を提供する必要があります。 

第３章 基本的な考え方 

１  目標  

これまでも、子どもの発達段階に応じて、主体的に読書しようとする態度を養い、生涯にわたる読書習

慣を身に付けさせていくために、家庭、地域、学校等における読書活動を推進するとともに、三者が相互

に連携しながら社会全体で読書活動を充実させ、読書環境を整備することに取り組んできました。 

そこで、本計画でもこれらの基本的な考え方を受け継ぎ、さらなる改善充実を図ることを目指すとも

に、国・県の基本方針を踏まえ、次のように目標を設定します。 

鹿児島市のすべての子どもが主体的に読書活動に取り組む環境づくりを一層推進し、 

その充実を図る。 

２  基本方針  

子どもが主体的に読書に親しみ、読書習慣を身に付けられるよう、子どもの興味・関心を尊重し、発達

段階に応じた自主的な読書活動を推進することが重要です。 

本市 全国 

小学生 １．１％ ７．０％ 

中学生 １１．０％ １３．１％ 

「鹿児島市立図書館統計(利用状況)」 

注）グラフ中に電子図書館の冊数は含まれていない。 

１か月間に１冊も本を読まなかった 
児童・生徒（不読者）の割合 

「全国学力・学習状況調査（対象：小学校６年生、中学校３年生）」(R2 は調査中止。R6 は調査項目なし。) 

：） 

R5「全国学校図書館協議会『学校読書調査』及び市

教育委員会調査」 

※調査方法の変更のためＲ５のみ記載、Ｒ６は未実施 

平日の一日の読書量が 30分以上の児童・生徒の割合 

読書は好きか（肯定的に回答した児童生徒の割合） 

 

 



また、子どもたちの読書環境も変化してきており、ページをめくる手触りを感じながらじっくりと紙媒

体の書籍を読む楽しさに加え、電子端末を使っていつでもどこでも気軽に電子書籍を楽しむことができる

環境を整えてきました。 

そこで、第五次推進計画においては、全ての子どもが紙媒体の本や電子書籍を活用し、１日に少なくと

も２０分は読書に親しむことを、目指す読書活動の姿として設定し、家庭、地域、学校等において「いつ

でもどこでも 本の世界へ！ ２０分読書」運動を推進し、その充実を図ります。 

さらに、すべての子どもたちが読書活動の恩恵を受けられるよう考慮しながら社会全体で子どもの読書

活動を推進していくために、以下の点についても取り組んでいきます。 

⑴ 読書に親しむ機会の充実 

子どもの読書意欲を持続させるために、乳幼児期からの読み聞かせの推進や、読書に興味のない子ど

もも親しみやすいイベントの実施、体験活動と連動した取組等の充実に努めるとともに、学校種間の移

行段階に着目した取組や学習活動の中で図書館を積極的に活用する取組等も推進します。 

⑵ デジタルを活用した読書機会の提供および読書環境の整備 

小学校・中学校・義務教育学校の児童生徒に配付されたタブレット端末を活用し、電子図書館学校連

携を開始しました。そのことにより、子どもたちが自由に電子書籍にアクセスできる環境が整備され、

時間や場所を問わず読書に親しむことができるようになりました。 

今後はさらに活用を深化させ、言語能力や情報活用能力を育成するための取組を進めます。また、学

校図書館における「情報センター」としての機能を高めるためのＤＸ化も進めます。 

⑶ 多様な子どもたちの読書環境の整備 

子どもたちを取り巻く環境は多様化しており、また、障害のある子どもや外国にルーツのある子ども、 

家事や家族の世話等を日常的に行っている子ども、中学校や義務教育学校卒業後就労している子どもな

ど様々です。そこで、多様な子どもたち全ての可能性を引き出すための読書環境の整備が必要です。 

そのために、視覚障害者等が利用しやすい書籍及び電子書籍等の充実、日本語能力に応じた支援を必

要とする子どもたちのための多言語対応等を含む、図書館等及び学校図書館の読書環境の整備の充実を

目指します。 

⑷ 子どもの視点に立った読書活動の推進 

子どもの声を施策設計の出発点とし、選書やイベントの企画段階から子どもの参画を促します。例え

ば、子どもがそれぞれ好きな本を選択し、時間や場所にとらわれず主体的に読書活動を行えるよう、体

験活動を通した情報収集やアンケートなど様々な方法で子どもの意見聴取の機会を確保します。また、

地域においてはイベントの企画段階から子どもの参画を促し、学校では児童生徒が委員会活動等で主体

的に学校図書館の運営に関わるなど、子どもの視点に立った読書活動を推進します。 

第４章 子どもの読書活動推進のための方策  

１  発達段階に応じた取組  

生涯にわたって読書に親しむためには、乳幼児期から発達段階に応じた読書活動が行われることが重要

です。家庭・地域・学校においては、次のような発達段階ごとの特徴が指摘されていることを踏まえ、取

組を進める必要があります。また、学校種間の移行段階において子どもの読書習慣が身に付き、読書が暮

らしの選択肢の一つとなるように、学校種間の連携による継続的な取組が大切です。 

２  子どもの読書への関心を高める取組  

子どもの読書への関心を高めるために、多様な取組が行われています。乳幼児期から実施される「読み聞

かせ」や「お話（ストーリーテリング）」をはじめ、「読書会」や「書評合戦（ビブリオバトル）」等の協

働的な活動や「図書委員」や「子ども司書」等、子どもが主体となって実施する活動の推進に努めます。 

また、既存の取組に、多様な子どもたち※１が参加できるように工夫することや、ＩＣＴを効果的に活用す

ることにも努めます。（詳細版には具体的取組例を記載） 

※１ 多様な子どもたち：障害のある子どもや日本語指導が必要な子ども、家事や家族の世話等を日常的に行っている子

ども、不登校の子ども、中学校や義務教育学校卒業後就労している未成年など 

家族と、みんなで、友達と、一人で 

読み聞かせ、朝読み夕読み、全校一斉読書、ブックトーク、ビブリオバトル、推薦図書紹介、等 

乳幼児 小学生 中学生 高校生等 

  

時期 発達段階ごとの特徴 取 組 例 

乳 
幼 
児 

 乳幼児期には、周りの大人から言葉を掛け
てもらったり乳幼児なりの言葉を聞いてもら
ったりしながら言葉を次第に獲得するととも
に、絵本や物語を読んでもらうことなどを通
じて絵本や物語に興味を示すようになる。さ
らに様々な体験を通じてイメージや言葉を豊
かにしながら、絵本や物語の世界を楽しむよ
うになる。 

・ 保護者による読み聞かせ 
・ 家庭における読書環境の整備（絵本等の設
置など） 

・ 地域におけるおはなし会等の実施 
・ ブックスタート事業の実施 
・ 絵本ガイドの配布 
・ 職員、読書ボランティアによるおはなし会
の開催 

小
学
生 

低
学
年 

 本の読み聞かせを聞くだけでなく、一人で
本を読もうとするようになり、語彙の量が増
え、文字で表された場面や情景をイメージす
るようになる。 

以下の内容には、小学生から高校生等まで、発
達段階に応じて本の分野（文学・科学・歴史・郷
土・芸術等）やジャンル（小説・記録・説明・批
評等）を広げながら取り組みます。 
 

・ 家庭における読書の習慣化 
・ 地域におけるおはなし会、読書イベント等の
実施 

・ 教職員や読書ボランティアによる読み聞かせ 
・ 音読の推進 
・ 一斉読書の時間の設定 
・ 卒業までに一定量の読書を推奨するなどの目
標設定 

・ 児童生徒が図書館を利用するためのオリエン
テーションの実施 

・ 推薦図書コーナーの実施 
・ 担任や学校司書等によるお薦めの本の紹介 
・ 図書館だより等による推薦図書の紹介 
・ 教科等による図書館を利用した「調べ学習」 
・ 読書会、ペア読書、ブックトーク、アニマシ
オン、ビブリオバトル 等 

・ 物語や小説の作品、読書新聞やＰＯＰ作り等
の書く活動 

・ 学習や読書活動におけるデジタル書籍の活用 
・ 読書推進活動への参加（保育所、認定こども
園、幼稚園、小学校での読み聞かせ） 

中
学
年 

 最後まで本を読み通すことができる子ども
とそうでない子どもの違いが現れ始める。読
み通すことができる子どもは、自分の考えと
比較して読むことができるようになるととも
に、読む速度が上がり、多くの本を読むよう
になる。 

高
学
年 

 本の選択ができ始め、その良さを味わうこ
とができるようになり、好みの本の傾向が現
れるとともに読書の幅が広がり始める一方
で、この段階で発達がとどまったり、読書の
幅が広がらなかったりする子どもが出てくる
場合がある。 

中 
学 
生 

 多読の傾向は減少し、共感したり感動した
りできる本を選んで読むようになる。自己の
将来について考え始めるようになり、読書を
将来に役立てようとするようになる。 

高 
校 
生 
等 

 読書の目的、資料の種類に応じて、適切に
読むことができる水準に達し、知的興味に応
じ、一層幅広く、多様な読書ができるように
なる。 

高校生等の時期は、自分自身の生

き方を見つめるためにも読書が大切

です。身近なところに本を置き、知

的興味に応じて一層幅広く主体的な

読書活動を行いましょう。 

言葉や絵本に慣れ親しむ 

読書の幅の広がり 

共感・感動の広がり 
         主体的な読書活動の実践

    

乳幼児の時期は、読み聞

かせ等により言葉や絵本に

慣れ親しむことが大切で

す。家族で読書に親しむ習

慣をつくりましょう。 

小学生の時期は、言葉や文

章の意味を考えながら音読し

たり、興味のある本に親し

み、少しずつ読書の幅を広げ

たりすることが大切です。朝

や夕方に本を読みましょう。 

 中学生の時期は、内容に共

感・感動したり、将来を考え

たりしながら読むことが大切

です。文学、科学、歴史、郷

土等の様々なジャンルの本を

読みましょう。 



読書が生活の中に位置づけられ、継続して取り組まれるよう、乳幼児期から読書に親し

み、読書の習慣化が図られるよう支援します。  

 

１ 家庭における取組 

○ 家庭においては、子どもと一緒に本を読んだり、読み聞かせをしたり、図書館に出かけた

りするなどの工夫をすることで子どもが読書に親しむきっかけをつくることができます。我が

家の「読書の日」「読書の時間」等を設定し、家族で「いつでもどこでも 本の世界へ！ ２０

分読書」運動に取り組んでみませんか。また、読書により子どもが感じたことや考えたことな

どを話し合うことが、子どもの読書に対する興味や関心を更に高めたり、家族間のコミュニケ

ーションを深めたりすることにもつながります。 
 

２ 家庭への支援 

○ 読み聞かせの方法や絵本の紹介、図書館案内を掲載した絵本ガイドと絵本を配布するブッ

クスタート事業により、乳幼児期における絵本選定と家庭における子どもの読書活動を支援し

ます。 

○ 図書館や地域公民館、かごしま近代文学館・メルヘン館、子育て支援施設等において、読

み聞かせの大切さを学ぶ講座や読み聞かせ会を開催し、読書に親しむ場や機会を提供します。 

〇 障害のある子どもの読書活動を推進するために、障害の特性に応じて、拡大読書器やポー

タブルレコーダーなどの視聴覚機器の給付等を行います。 

３  家庭・地域・学校等における子どもの読書活動  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 推進体制 

「子ども読書活動推進計画」に基づいた

諸施策を推進するために、幅広い分野の関

係機関及び関係団体等の代表者等で構成す

る「鹿児島市子ども読書活動推進会議」と

「推進委員会」を設置し、具体的な企画・

運営、実施、評価を行います。 

また、地域、学校、関係機関及び関係団

体等が相互に連携・協力し、子どもたちが

主体的に読書活動に取り組むことのできる

環境づくりに取り組みます。 

 

新 第四次計画からの変更点 

地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
読
書
活
動 

子どもが発達段階に応じて読書の楽しさを味わうことができるよう、図書館や地域公民

館、かごしま近代文学館・メルヘン館、子育て支援施設等において、様々な事業や資料を

充実させていくとともに、情報提供等を行い、読書活動の普及・啓発に努めます。 

 

図書館、地域公民館、かごしま近代文学館・メルヘン館、子育て支援施設等における取組 

○ 読書イベントや企画展示、移動図書館による巡回サービス等で、読書に親しむ機会を提供し

ます。 

新 市立学校児童生徒へ電子図書館ＩＤを配付し、電子図書館サービスの利用促進を図ります。 

○ 親子読書グループ等の研修会や読み聞かせボランティア養成講座等を実施し、読書ボランテ

ィアグループ等の育成・支援に努めます。 

新 アンケートなど様々な方法で子どもの意見聴取の機会を確保し、取組に反映させます。 

○ 地域文庫や地域読書グループへ読書活動用備品を貸し出し、読み聞かせ活動を支援します。 

新 子どもの読書に関する相談への対応や多様な子どもたちのための環境整備、点字資料、大活

字本、ＬＬブック※２、デイジー図書※３をはじめとする録音図書等の収集を積極的に行いま

す。 
 

※２ ＬＬブック…図や写真を多く使うなどの工夫をして書かれたやさしく読みやすい本 

 ※３ デイジー図書…デジタル録音図書 

学校図書館を読書センター及び学習情報センターとして活用するために、読書環境づく

りを推進し、家庭・地域と連携しながら、発達段階に応じた読書習慣の定着を図ります。 

 

１ 幼稚園、保育所、認定こども園における取組 

新 発育状況など多様な乳幼児に対して読書の楽しさを体験させるため、身近な場所に絵本や

童話を設置するなど、読書環境づくりを推進するとともに、保護者と連携し、家庭での読み

聞かせ活動を推奨します。 
 

２ 学校における取組 

○ 全校一斉読書の時間や「子どもといっしょに読書の日」などの取組により、学校と家庭・

地域が連携し、読書に親しむ環境づくりを推進します。 

新 一斉読書や、夏休み等の長期休暇での電子図書館の活用を推奨します。 

○ 司書教諭・読書指導担当者会等で推薦図書リスト作成等についての事例研修を行い、子ど

もの発達段階に応じた読書活動の推進に努めます。 

新 児童生徒が参加できる「選書会」の実施やＰＯＰづくり等のイベント開催や、図書委員会

等企画・運営による「テーマ展示」や「読書イベント」等の実施を推進します。また、ブッ

クトークやビブリオバトルの実施など、他者とつながる読書イベントの実施を推進します。 

新 点字本やＬＬブックなどの選書の工夫や視聴覚機器、電子図書館、フレンドステップ・メ

タバース※４等の活用に努め、多様な子どもたちのための読書環境の整備に努めます。 
 

４ フレンドステップ・メタバース…登校できずに自宅で過ごす子どもなどを対象とした、インターネッ

ト上の仮想空内で学習や相談ができる環境 
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